
えいえい　永々　ei-ei

意味
末永く続くようす。永久。

用法
「未来～として」「～と栄える」

えいえい　営々　ei-ei

意味
(1) 営み ( いとなみ＝生活／つとめ／仕事 ) がづっと続くようす。　(2) …転じて、( 長い年月
をかけて ) ひたすら励むようす。あくせくと働くようす。せっせと励むようす。

用法
「～として働く」「～と努力して得た信用」「～と繰り返される」

えいえい　ei-ei

意味
(1) 力を入れる時に発する言葉。呼びかけや励ましの掛け声。　(2) 鼓舞する時の掛け声。鬨
の声。　(3) 踊りの囃子言葉。

用法
(2) 「～おう！」

ええのええの　-

意味
「いいなぁ、いいなぁ」などと、たっぷりと羨ましがられたり、褒めちぎられたり、おだてら
れるする。（方言）

用法
「～言われて‥」

えきえき　役々　eki-eki

意味
力を労するようす。苦心して務めるようす。

えきえき　奕々　eki-eki

意味
(1) 美しく盛んなようす。　(2) 光り輝くようす。　(3) とても大きいようす。　(4) 憂いて心
が定まらないようす。

用法

・類似： (2) きらきら

えきえき　繹々　eki-eki
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意味
(1) よく走るようす。　(2) 盛んなようす。　(3) 連なって絶えないようす。

用法

・類似： (3) みゃくみゃく，えんえん

えっちらえっちら　etchira-etchira

意味
とてもつらそうに、一歩づつ歩くようす。

説明
一般には「えっちらおっちら」または「えっちらほっちら」が使われる。

用法
「～歩いて、やっとたどり着いた」

えへらえへら　ehera-ehera

意味
しまりなく笑うようす。

用法

・類似： へらへら，にやにや

えんえん　炎々　en-en

意味
火がさかんに燃えあがるようす。

用法
「～と燃え盛る」「～と空を焦がす」

・類似： めらめら

えんえん　延々　en-en

意味
いつ終るかも知れず長く続くようす。果てしないようす。

用法
「５時間～に及ぶ議論」「～と続く」

・類似： みゃくみゃく，ながなが

えんえん　奄々　en-en

意味
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(1) 息が絶え絶えなようす。　(2) 薄暗いようす。
用法

(1) 「気息～」＝息が苦しく今にも死にそうなようす

・類似： (1) たえだえ

えんえん　婉々　en-en

意味
(1) しとやかですなおなようす。　(2) 美しくしなやかなようす。　(3) 竜などが飛び動くよ
うす。

えんえん　蜒々／蜿々　en-en

意味
( 蛇などがうねっている様に ) 長く続くようす。

用法
「～長蛇」

・類似： うねうね，くねくね

えんえん　焔々　en-en

意味
火がまだ盛んに燃えあがらない状態やようす。

説明
「焔」は「炎」と同意だが、この語は「炎々」となる前の状態を指すとされるようだ。
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